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警察組織の構造改革・優秀な警察官の確保に向けた新指針

２つの課題

【課題１】治安課題の専門化・高度化・広域化・国際化、国家安全保障との境界の相対化

令 和 ８ 年 ４ 月
警 察 庁

① 匿名・流動型犯罪グループ ② サイバー事案

被害額（令和７年）：約3,241億円

過去最多、前年から約63％増、１日当たり約９億円

特殊詐欺等の被害額
（平成16年～令和７年）

サイバー犯罪の検挙件数
（平成28年～令和７年）

検挙件数（令和７年）：15,108件

過去最多、10年間で倍増

１

（億円）



警察組織の構造改革・優秀な警察官の確保に向けた新指針

２

２つの課題

✓ 採用試験受験者数、競争倍率とも、15年間で約1/3に

✓ 今後、若年層人口の更なる減少が見込まれる
✓ 今後、十数年にわたり退職者は増加傾向

9.5倍

136,845人

3.5倍

43,059人

採用試験受験者数と競争倍率

警察官の年齢構成（令和７年４月１日の時点）

【課題２】少子高齢化・人口減少と地方の過疎化、極めて厳しい警察官の採用情勢

令和７年～令和17年の推計

総人口：－６％、 若年層(15～34歳)：－10％

（受験者数） （競争倍率）
40歳代前半の人数：各約8,000人

15年間

令 和 ８ 年 ４ 月
警 察 庁



警察組織の構造改革・優秀な警察官の確保に向けた新指針

本年４月、「警察組織の構造改革」と「優秀な警察官の確保」に向けた新指針を策定

３

新指針の策定

【課題１】
治安課題の専門化・高度化・広域化・国際化、
国家安全保障との境界の相対化

⚫ 警察の対処能力の強化

✓ 治安課題への警察庁のより積極的な関与・対処

✓ 都道府県警察の枠を越えたリソースの集約

【課題２】
少子高齢化・人口減少と地方の過疎化、
極めて厳しい警察官の採用情勢

⚫ 社会情勢の変化への適応

✓ 警察の組織構造の弾力化

✓ 業務の更なる高度化・効率化・合理化

令 和 ８ 年 ４ 月
警 察 庁



✓ 遺失物業務の効率化・合理化

✓ 高齢者の行方不明事案への対応や保護の取扱い等における関係機関との連携の在り方の見直し
４

警察組織の構造改革・優秀な警察官の確保に向けた新指針

４本柱の構造改革

① 警察庁と都道府県警察及び都道府県警察等間の連携の在り方の見直し

（警察庁の積極的関与による対応の高度化）

✓ 匿名・流動型犯罪グループの解体に向けた対策

✓ 全国的・国際的な見地に立ったサイバー事案への対処

✓ ローン・オフェンダー対策における情報の集約・融合

✓ 全国警察一体での対日有害活動への対処 等

② 都道府県警察の内部における役割分担の見直し

（警察署・交番・駐在所の在り方の見直し）

✓ 警察本部と警察署の役割分担の見直し

✓ 警察署の運用の見直し（ブロック運用等）

✓ 持続可能な交番・駐在所の配置の在り方の検討

③ 科学技術の進展等を踏まえた業務の効率化・合理化等

（科学技術等による業務の効率化・合理化等）

✓ 警察共通基盤等による組織横断的な情報・データ利活用

✓ ＡＩ等による業務処理の効率化

✓ カメラ映像等の活用 等

④ 関係機関・団体等との連携強化等による業務のスリム化等

（施設、資機材、組織等の広域的運用）

✓ 時代に即した警察学校の運営

✓ 警察用航空機運用の広域化（ブロック運航）

✓ 科学捜査研究所の機能集約 等

（部門間の役割分担・連携の在り方の見直し）

✓ サイバー部門の一体的運用の強化

✓ 戦略的な外国人関係施策の推進

（社会情勢等の変化に伴う業務の効率化・合理化等）

✓ 人身安全関連事案への的確な対処に資する業務効率化

✓ 働きやすい職場環境の形成 等

令 和 ８ 年 ４ 月
警 察 庁



５

警察組織の構造改革・優秀な警察官の確保に向けた新指針

① 組織の魅力向上

✓ 業務やキャリアパス等の魅力向上

✓ 時代に即した警察学校の運営

・ 採用時教養の高度化（広域連携による教養の高度化・質の向上等）

・ 警察学校におけるルール等の見直し

✓ 居住環境の改善等

・ 居住制限の見直しとそれを踏まえた待機宿舎の整備等

✓ 処遇面の認知度向上と処遇・執務環境の更なる改善

② 若い世代への発信力強化

✓ ＳＮＳによる情報発信の強化

・ 警察庁公式ＳＮＳを活用した情報発信

✓ アニメ・マンガ・ドラマ等とタイアップした広報の実施

✓ 一般・子ども向けの参加型イベントや学校での授業の実施

・ 職業体験イベント、非行防止教室、少年柔剣道教室等、警察官という

職業を身近に感じてもらうための機会の創出

③ 採用の間口拡大

✓ 公務員試験に特化した対策を要さない試験の導入

✓ 採用試験実施時期の前倒しや試験回数の増加に係る取組の推進

✓ 社会人経験者をターゲットとした採用の推進

✓ 都道府県警察間の共同での第一次試験の実施も含めた試験制度の在り方の検討

【採用広報動画・マンガコンテスト受賞作品】

【警察学校における授業風景】

３本柱の人材確保

【社会人経験者採用の
導入（静岡県警）】

令 和 ８ 年 ４ 月
警 察 庁

【職業体験（鑑識）】

【冷房設備を設置した道場】


